
女性デジタル人材育成支援事業 【旭川市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ３，２８５ 千円

交付金額 ２，４６４ 千円

事業番号 ４

【地域の実情】

就労先が小売や製造業，サービス業や老人介護・福祉等の現場対応
を主とする業務が７割以上を占め，育児や介護で働き方に制約を抱えな
がら働く女性が多い。
【課題】

地域産業の活性化や魅力向上を図り，テレワークやリモートの充実に
も取り組んでいるが，デジタルスキルを身につけた人材が少ないため，
市内の女性の雇用創出や所得向上につながっていない。

１ 職業訓練
・MicrosoftOfficeとＩＴパスポート，ｗｅｂデザインとローコード開発

２ 就労支援
・個別のオンライン面談や，ＩＴ事務職としての就業，フリーランスでの
ｗｅｂデザイン業務の獲得を目標とし，ＯＪＴや企業とのマッチング支援
を実施。

３ ＳＮＳスキルアップ講座の開催
・デザインへの興味，関心が非常に高いことから，Canvaを使った

Instagram投稿講座を開催し，初歩的なスキル獲得機会を提供。

就労環境の制限から就労や再就職を断念していた女性に対し，デジタ
ルスキルを活用した新たな就業機会が提供され，収入の獲得につながっ
た。

デジタルスキル獲得に関する市民ニーズに加え，企業側のニーズも一
定程度あることを把握した。
○デジタルスキル獲得による収入獲得：13名/受講者20名
・新規就労3名／・就労先での賃金アップ1名
・フリーランス案件獲得（育成事業期間中）9名

○受講者へのヒアリング実施 6名/受講者20名

【目的】

働き方に制約があり，就労に困難を抱える女性を対象に，在宅で受講
可能なデジタルスキル職業訓練を行い，就職やフリーランスでの業務獲
得に向けた就労支援を行う。
【目標】
・職業訓練への参加人数→20人（結果：20人参加）
・就労に繋がった人数（フリーランス含む） →12人（結果：13人）

webデザインは2～3か月の研修，ＯＪＴを通じたスキルアップでは，クラ

ウドソーシングからの案件獲得は困難。市内企業におけるｗｅｂデザイン
の求人が少なく安定した収入獲得には至らないことが判明した。出口側
のニーズが高いＩＴ事務に重きを置いた事業構築が必要である。
就労側のニーズとしてはwebデザインやフリーランス希望が非常に多い

ことから，就労目的や必要とする収入額を整理し，稼働収入獲得の入口
（少額収入）として事業構築するなど，一定程度，就労ニーズに応えること
が求められる。

・㈱UZUZ

・厚生労働省（ハローワーク）

・ジョブカフェ北海道



事業の概要

令和５年度旭川市女性デジタル人材育成事業

受講期間 学習支援

10日（60時間）
IT基礎スキル

（Microsoft365/ITパスポート）

5日（30時間）
ローコード開発

（VBA）

5日（30時間）
Webデザイン
（CANVA）

20日 OJT
（クラウドソーシングサービスによる案件獲得）

デジタルチャレンジ旭川

１ 事業説明会
⑴ 日  時 令和５年７月２１日
⑵ 参加者 ８７名（定員５０名・申込１０２名）
⑶ 内 容 webデザイン体験＋本事業の概要説明

２ オンライン職業訓練の実施
⑴ 期  間 令和５年８月～９月
⑵ 参加者 ２０名（申込者３７名・選考２１名・辞退１名・定員２０名）

３ 就労支援
⑴ 期  間 令和５年９月～１２月末
⑵ 内 容 個人面談，OJT，立地企業による企業説明の実施
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